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　８月９日の納涼会は、会員の奥様、
米山奨学生の周さんからも参加頂き
賑やかに行うことができました。今
号に納涼会の様子も掲載されている
のでご覧ください。改めて、準備に

あたられた親睦委員会の皆様に感謝申し上げま
す。
　さて、立秋を迎えたとはいえ上越市で 14 日に
最高気温 40.3℃と全国一になる等、連日の酷暑に
人間だけではなく、自然に生きる動植物にとって
も大変なお盆だったと思います。
　私は 14 日の朝、いつもの大手道から春日山城
跡に入り散策（呆れてお笑いください）してきま
したが、すれ違う人はなく、やぶ蚊等もいなかっ
たため、番所跡あたりから人目気にせず楽しんで
きました。その後、本丸経由で降りてきましたが、
山頂から眺める景色もいつもと違う空気の色、そ
して徐々に息をするのがつらくなる熱風に「⁉ 」、
初めてあの暑さに気がつきました。知らぬが仏と
はいえ、少し無茶をしてしまいました。
　お盆を過ぎ、朝晩は幾分過ごしやすくなってき
ましたが、まだまだ暑さに注意の必要な日が続い

残暑お見舞い申し上げます

第６回例会 №６8月９日㈮

ています。屋外だけではなく屋内でも熱中症事故
は起こりますので、皆様にはくれぐれも予防対策
にご注意いただき、この夏を乗り切られるよう祈
ります。ご安全に！

出席率　100％

大谷光夫君・水上喜芳君（８/７柏崎 RC公式訪問）
大谷光夫君・本山秀樹君・橋詰敏一君（８/８十
日町RC・十日町北RC・津南 RC公式訪問）
堀井靖功君（８/９ロータリーの友委員会）

出席・ニコニコBOX委員会
大 島　誠君―本日は宇喜世のご利用ありがと
うございます

佐 藤直前幹事―2018-19 年度決算報告は９月に
なります

配布物：なし
回覧物：2019-2020 年度国際大会のご案内
報　告： ８/16 特定休会、８月のロータリーレート　

108 円 /ドル

出 席 報 告

メイクアップ

委 員 会 報 告

幹 事 報 告

会長挨拶会長挨拶 髙坂　光一髙坂　光一
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　タクシーに乗って「藤林医院へ。クマの出た」
で通じた。
　西城町で５月、捕獲されるまで 10 時間暴れ回っ
たクマ。「これだけ広い庭ならば、クマも森林と
勘違いするわけだ」と思いながら、ワインセラー
付きの邸宅を訪ねた。
　広報委員を中心に総勢７人。「地下の〝秘密宝庫〟
を一目見てみたい」と好奇心にあふれる面々だっ
た。
　まず、居間のたたずまいに圧倒された。テーブ
ルは、10 席で囲んでなお余裕のあるケヤキの一
枚板。榊原家から拝領したという庭園を 15 代目
侍医になったつもりでながめれば、気持ちも高ぶ
る。
　そもそもワインにのめり込んだきっかけは？　
「医師としてロスに留学していたころ、パーティー
で隣席のブロンド美人から『どんなワインがお好
き？』と聞かれた。『安ワイン』と答えたら『私

は高いのが好きよ』。よーし、今度はいいワイン
を飲んでやるぞと」。藤林さんはニヤけた。35 年
ほど前の話だ。
　では、いよいよ地下へ―。

広報・会報・雑誌委員会　木村
　　　　　　　×　　　　　　×
　このコーナーは会員の隠れた「もう一つの顔」
を探っていきます。

「もう一つの顔」① 藤林　陽三 さん（上）

納涼会納涼会


